
                           

2025 年 6 月 4 日 

慶應義塾大学病院 

川崎重工業株式会社 

 

医療従事者とともに働くパートナーロボット始動 

－慶應義塾大学病院にて 

川崎重工業の屋内配送用サービスロボット「FORRO」を用いた 

自動配送サービスの運用を開始－ 

 

慶應義塾大学病院（東京都新宿区、病院長：松本 守雄）と川崎重工業株式会社（東京

都港区、代表取締役社長執行役員：橋本 康彦）は、川崎重工業が開発した屋内配送用サ

ービスロボット「FORRO（フォーロ）」を用いた病院内での自動配送サービスの運用を

2025 年 4 月 1 日より開始しました。 

配送サービスロボット「FORRO」           病院内での自動配送の様子 

 

慶應義塾大学病院では、日頃より医療従事者の負担軽減および業務効率化に取り組んでお

り、その一環として 2025 年 2 月より、これまで医療従事者が行っていた医薬品や検体な

どの院内配送業務に、2 台の「FORRO」を使用してサービス検証※を進めてきました。 

※ 東京都「西新宿先端サービス実装・産官学コンソーシアム」の支援を受けて実施 

 

約 2 か月にわたるサービス検証の中で、「FORRO」が 2 棟にまたがる院内の広域なエリ

ア内を、製造メーカの異なる複数のエレベータやセキュリティドアと連動しながら、自律

走行にて医薬品や検体などを配送できることを確認しました。これにより、医療従事者の



負担軽減および業務効率化における有用性を評価し、病院内での運用を開始することにな

りました。 

  

配送物の積み込みの様子     エレベータは人とロボットの相乗りで運用 

慶應義塾大学病院と川崎重工業は今後も、病院内でのサービスロボットのさらなる活用

方法を共同して検討していくことで、医療従事者のさらなる負担軽減および業務効率化を

目指していきます。 

 

＜屋内配送用ロボット「FORRO」について＞ 

「FORRO」は、川崎重工業が「ヒトは、ヒトにしかできないことを。」をコンセプトに、

深刻化する労働力不足に対するこたえのひとつとして創出したサービスロボットです。医

療従事者とともに働くパートナーであるとともに、患者様からも親しみを持って迎えられ

る外観を備えています。 

 

〇川崎重工業「FORRO」オフィシャル HP 

https://forro-service.com/ 

〇川崎重工業「FORRO」オフィシャルムービー 

https://www.youtube.com/watch?v=ziMds-eM4rU 

〇運用開始日 ：2025 年 4 月 1 日 

〇運用体制  ：FORRO 2 台（２４時間体制） 

〇ユースケース：医薬品、検体、採血管など 

〇配送ルート ：病棟～検査室間、薬剤部～病棟間など 

        病棟内 最大 200 メートル程度（エレベータによる階移動有り） 

https://forro-service.com/
https://www.youtube.com/watch?v=ziMds-eM4rU


 

＜本発表資料のお問い合わせ先＞ 

慶應義塾大学病院 AI ホスピタル事業事務局 

TEL：03-5363-3961  E-mail：ai-hospital-jimu@adst.keio.ac.jp 

川崎重工業株式会社 コーポレートコミュニケーション総括部ＰＲ部 

TEL：03-3435-2130 

 

以 上 


